
　　　　　接着後の水分は大丈夫でしょうか？
●　接着行程で失われた水分を補い、生地の収縮を復元する。
●　接着後のハイグラルエキスパンションを最小限におさえることが寸法安定には不可欠です。
●　今後、国内での製品作りはハイグレードを要求されています。
●　生き残り対策に前工程の処理作業がポイントになります。
●　接着後即、霧吹器にて水分を補充する事で、ウール素材の持ち味である
　　 水分率12～16％を維持させ、後工程において安心して高品質の商品作りがお約束できます。

仕　様 型　　式 　AOSS－２（２連式）　AOSS－３（３蓮式）　AOSS－４（４連式）

電気容量 　200V　　3相　　0.1kw/H

アサヒ自動噴霧式加湿装置
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